
 島内企業情報の集約・発信 
 ・データベース化、ホームページづくり 

 顧客ニーズ把握 
 ・ものづくり商社へのヒアリング等 

 情報発信の多様化 

 ・工業フェア等への共同出展 

 顧客ニーズ：製品スペックへの落と

し込み（モデル開発） 

 “株式会社京浜島”の営業・マーケ
ティング部門を創設 

新規取引先 
拡大 
・ 

情報発信 

■
“
株
式
会
社
京
浜
島
”
ブ
ラ
ン
ド
の
世
界
展
開 

■
工
場
機
能
更
新
・
建
替
え
の
促
進 

仕事 

 製品開発ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄﾁｰﾑづくり 
 ・京浜島ｵｰﾌﾟﾝファクトリー等参加者へ
の呼びかけ 

 センターコアゾーン整備に向けた
調査・研究 

 ・民間ニーズ、開発手法、補助研究 

 共同開発プロトタイプの作成 

 センターコアゾーン開発（事業創

造・協業の場） 

 ・施設機能の整理・事業協力者の公募 

 “株式会社京浜島”の研究開発部

門を創設 

 京浜島ブランド製品の開発 
 ・顧客ニーズの把握 

 ・共同開発ラボによる共同開発 

共同製品 
開発 

 工場の円滑な更新手法の研究 
 ・建替え手法 
 ・補助制度等の検討 

 建替え種地抽出・確保 
 ・土地取引情報の事前共有 

 土地利用方針の策定 

 建替えに向けた都市計画（地区
計画等）の策定 

工場建替 
機能更新 

次
の
展
開
へ 

（
京
浜
島
で
働
く
魅
力
を
さ
ら
に
高
め
て
い
く
） 

短期（１～3年） 中期（４～６年） 長期（７～１０年） 

 島の匠（技術者）の発見 
 島の匠の実技講習 

 京浜島ｵｰﾌﾟﾝﾌｧｸﾄﾘｰの実施 
 島内交流イベントの実施 

 拡大京浜島ｵｰﾌﾟﾝﾌｧｸﾄﾘｰの実施 
 ・学生等の参加呼びかけ 

 “島の匠”認定制度の創設 

 “島の匠”人材バンク制度の創設 

 京浜島島めぐりツアー 

 株式会社京浜島名刺づくり 

 日常的な交流の場づくり 
 ・スポーツフィールド、交流サロン 

 体験型工場見学ツアーの実施 

 おおたオープンファクトリーへの参加 

 “島の匠”出張講座 

 島島間の技術者交流促進会の開
催 等 

 助っ人システム 
 ・個々の企業にいる各種資格保有者を 

  活用し合う 

 島島間の技術者交流促進会の開
催 等 

技 

人材育成 

島内・島間
交流活性化 

島部の就職
支援 

 道路環境の調査 
 ・路上駐車状況の把握 

 既存バスの増便に向けた調整 

 美しい京浜島スポットの調査 

 トラック駐車スペースの確保 

 内陸部と島部を結ぶバスネットワー
クの実現 

 共同駐車場（従業員用）の整備 
 ・センターコアゾーン 

 京浜島地域全体の美化 
 ・緑管理・清掃等 

 水辺・公園活用の積極的推進 

 複数アクセスの確保に向けた検討 

 内陸部と島部を結ぶ交通機関の
充実 

 ・新交通システムの導入等 

 建替え時の、工場デザインガイドラ
イン策定 

 ・通りのテーマ毎のデザインガイドライン 
 （門扉・塀） 
 

島 

島部交通 
環境の改善 

就業環境の
改善 

美しい 
島づくり 

 
 

■
“
株
式
会
社
京
浜
島
”
技
術
蓄
積 

■
中
心
拠
点
施
設
の
完
成 

■
建
替
え
の
都
市
計
画
条
件
の
整
理 

■
京
浜
島
セ
ン
タ
ー
コ
ア
ゾ
ー
ン
整
備
計
画
の
策
定  

■
“
株
式
会
社
京
浜
島
”
の
土
台
完
成 

■
工
場
機
能
更
新
の
た
め
の
条
件
整
理 

■
京
浜
島
ビ
ジ
ョ
ン
の
検
討
ス
タ
ー
ト 

 京浜島まちづくりビジョン・アクションプラン（試案）：将来像及び方針実現に向けた段階的ロードマップ 


